




















































































右より 川俣 順一学会理事長､佐藤 博先生､大藩 鼻学長､猪
岡山実験動物研究会が､他の地域の実験動物研究
会と遠い､医学 ･歯学 ･薬学 ･農学 ･工学 ･理学 ･
教育学など広範な分野の関係者が集まる会としてス
タートしたのも､佐藤先生の助言によるもので､
1982年12月､岡山実験動物研究会が設立され
たのを､ことのほか喜んでいただいた｡そして､先
生は10年分の会費を払って会員となられた｡また､
1987年に､岡山において開催された第34回日
本実験動物学会総会の開催についても､いろいろと
ご配慮をいただき､シンポジウム ｢ライフサイエン
スの展開と実験動物の開発｣において小課題の ｢痛
研究と実験動物の開発｣の座長を担当していただき､
この分野のまとめをしていただいた｡そのほか､
1987年､朝倉書店から刊行された ｢動物の成長
と発育｣には編著者として参加していただき､第
15章の ｢加令と老化｣について執筆をいただくな
ど､先生とは専門分野が異なるのに､多くの助言や
協力をいただくことができた｡元東北大学医学部教
授の佐藤春郎先生のお導きとは申せ､不思議なご縁
であったことをつくづく感じている｡先生は郷里岡
山に対する思いが深く､そのことが､筆者や岡山実
験動物研究会への一層のご支援につながったのかと
も考えている｡
佐藤 博先生が書かれた随筆のうちには､恩師青
田育三先生との師弟関係にふれたものが多い｡先生
が最後に書かれた ｢癌研究の思い出 (痛治療,12
(1),1-3,1990)｣に吉田先生との関係
について記載されているので､その一部を引用させ
ていただきたい｡
第5回医師国家試験終了後､満月の臨床教室に行
くより先に､病理を少し勉強してからと､親にも納
得してもらい､吉田富三病理学教室月となった｡教
室月となって先ず何をすべきか､一向にテーマが下
がってこない｡思いきって聞きにいった｡吉田先生
は ｢先ず疑うことだな｣とだけ､何を疑うのか解ら
ない｡再び聞きにいくと ｢教科書を疑えばよい｣と
いう｡これには驚いた｡それまで教科書は里香の如
く､疑うものでなく信する気持ちで見ていた｡入局
時先生にいただいた著書 ｢痛の発生｣も､私にとっ
ては教科書であり､それも疑うのか､即ち先生自身
をも疑うのかと聞き返したところ､即座に ｢そうだ｣
とのこと｡そして､結局私には特別のテーマの静は
なく､ただ ｢痛の研究｣ということで､自分で探せ
ということであった｡痛の勉強というものについて､
手をとって教えてもらった記憶はほとんどなく､先
生の背中から､学問をする態度､物の考え方､その
進め方など教わったと記されている｡
この一文を読んで､筆者はこの師にして､この弟
子ありという感じを深くもった｡自分の教え子に対
して､ ｢先ずすべてを疑ってかかれ｣と言い切れる
教授は少ない｡吉田先生は､始めから､佐藤先生を
信頼し､つき放すことによって､研究者として自己
完成への道を歩むように指導されたのではないかと
深く感じた｡
佐藤 博先生は､吉田先生のご遺志を受けつぎ､
多くの人を愛し､また､多くの人からも愛され､そ
の生涯を終えられた｡先生のご冥福を祈るとともに
敬意と感謝を捧げたい｡
